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令和４年度学校関係者評価委員会の報告を受けて次年度に向けた改善方策 

 

令和４年度の学校関係者評価について、保護者、地域の皆様にはご協力ありがとうござい 

ました。そして、田中委員長をはじめ学校関係者評価委員会の皆様には、今回も、コロナ禍

にもかかわらず、何度も学校にお集まりくださり評価を分析して報告書をまとめていただ

きました。誠にありがとうございました。 

 丁寧な分析と、本校の教育活動へのとても温かいエールをいただきました。この報告書を

もとに、令和５年度の教育課程や学校経営方針を定め、具体的な方策によりさらに改善した

教育活動を進めて参ります。 

※ 学校経営方針・教育課程・指導の重点では、本校の教育活動の目標や、さらに細分化 

した目標と具体的な方策をお示しいたします。教育課程については一部を提示しています。 

 

１ 学校関係者評価委員会の提言を受けて 

（１）学習指導について 

コロナ禍だが、ほぼ全ての項目で生徒の『肯定的評価』が 80％以上であることを評価し

ていただいた。学習指導要領の「主体的・対話的で深い学び」を実践していく。 

ＩＣＴ機器の活用については、評価委員会の提言にあるように、蓄積したノウハウを生か

し、デジタル教科書や、Team、ロイロノート、キュビナ等の個人タブレットを活用した授

業を充実、発展させ教員の授業改善にもつなげていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・校内研修を充実させ、全教員が年間 1 度は、授業改善のための研究授業を行う 

・校内と学び舎で共通の研究テーマ「PISA 型読解力の育成」の実現に向けて、「読む力」 

「考える力」「表現する力」の育成を、教科横断的に実践する。 

・ＩＣＴ機器やタブレット端末を活用した学習指導を推進するとともに、学習の個別最適化

を図っていく。また、他者と協働しながら問題解決する学習をとおして、思考力やコミュ

ニケーション能力を育成するためにも対話力の向上を図る。 

 

（２）生活指導について 

委員会の提言ではほぼ全ての項目において、肯定的評価が増加している結果となった。こ

れは「日ごろからの思考や自主性を育む学校側の指導の表れだ」と評価していただいた。生

活面でも、生徒会活動や行事等で主体性や上級生のリーダーシップを伸ばし、共に学び支え

合う集団作りを進めていく。同時に、そのなかで、個々の非認知能力の伸長も大切にする｡ 



学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・学級活動や生徒会、委員会活動、行事の取組を活性化して、生徒の主体性や自己肯定感を

育むとともに、「目標に向かって頑張る力」「人とうまく関わる力」「失敗から立ち上がる

力」等の「非認知的能力」を育成する。同時に互いに支えあい高めあう学級、学年、学校

集団を育て協働的な学びの土壌を拓く。 

○ 思いやりのある温かい人間関係の育成 

・人権教育、道徳教育の充実  

・「いじめはしない させない 許さない 見過ごさない」を徹底 

○ 生徒の多様性に応じた指導の徹底 ～個別最適かつ協働的な学びのために～ 

・生徒理解の充実と、生徒、保護者との信頼関係の構築 

・インクルーシブ教育、ユニバーサルデザインの推進 

・校内支援委員会、Ｑ－Ｕ調査活用の充実 

・生徒会、委員会、係活動の充実 

・関係機関との連携    

 

（３）学校行事について 

委員会の提言では「ここ数年継続して、全体的に肯定的評価がとても高く非常に好ましい

状況である」とお示しいただいている。コロナ禍も落ち着きを見せ、感染防止に努めながら

行事の実施に向けて工夫していることで生徒の評価が８０％以上を維持していることにつ

ながっていると思われる。 

令和５年度も、生徒の主体性や上級生のリーダーシップを育てながら、生徒の自己肯定感

や集団だからこそ味わえる達成感や社会貢献意識を高めていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・学校生活の基盤である学級活動を重視し、行事・生徒会活動などの様々な場面をとおして、

学級・学年・学校の一員として多様性を理解し、望ましい人間関係の構築を目指す。集団

や社会の一員としての自覚と連帯感を高め、協力して学校生活の充実と発展に努めるこ

とのできる質の高い集団づくりに取り組む。 

 

（４）キャリア教育について 

 多くの項目において肯定的評価が昨年度よりも高くなっているが、その割合が８０％に

満たないものが多かった。また、多くの項目は１年生が低く、学年が上がるにつれて割合が

高くなるという結果になった。キャリアパスポートの活用についても肯定的評価が低水準

となったことは課題としてあげられる。提言にもあるように、「キャリア教育とは何か」を

生徒・保護者に具体的に伝える工夫をしていく。また、「キャリア設計や職業についての情

報提供」や「先生と（自分の将来や職業、上級学校について）話し合える雰囲気づくり」、

「キャリアパスポートの活用」に注力していく。 

 

 



学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・世田谷区の「キャリア・未来デザイン教育」を３年間の具体的な全体計画を見直し、生徒

が自らの道を切り拓こうとする意欲と知識を身に付けさせる。 

・キャリア・パスポートの活用を推進する。小学校からの引継ぎ、また次年度への移行に伴

い、キャリア教育で学んだことを計画的・継続的に「キャリア・パスポート」へ記録する

ことで、自己理解を深め、キャリア形成に役立てる。 

・「キャリア教育」年間指導計画に基づき、ボランティア活動などの勤労奉仕的活動を行い、

進んで奉仕する態度や主体的に地域に関わろうとする意識を醸成する。 

 

（５）教職員（先生）について 

「先生たちは、生徒たちにていねいに指導している」の項目では、生徒の肯定的評価が 

９０％を超える高いものの「先生たちは、生徒が相談しやすい」の項目では７０％程度だっ

た。提言では、教職員が多忙を極めていることをその理由として挙げてくださっているのは

よくご理解いただいていると感謝に堪えないところだが、生徒とのコミュニケーションを

密にすることや、生徒の微妙な変化を見逃さないことは全教育活動に外せない最重要事項

である。提言のとおり「生徒の機微」を見逃さない努力を引き続きしていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・校内研修をとおして、生徒理解の充実をはかる。また、面談機会を年間で３回設定し、生

徒、保護者との信頼関係の構築 

・特別な支援を要する生徒に対する教育活動の推進に向けて、インクルーシブ教育やユニバ

ーサルデザインの推進をはかる。 

・スクールカウンセラーや特別支援教室の教諭を交えた校内支援委員会を週に一度設定し、

生徒の困り感を共有し、対応についての協議を重ねていく。また、年間２回行われるＱ－

Ｕ調査活用や生活アンケートを効果的に活用し、生徒との信頼金木構築に役立てていく。 

 

（６）全般について 

昨年に続き、学校生活の楽しさや達成感については、保護者も生徒も肯定的評価はいずれ

も 80%以上と高水準であり、大変素晴らしい状況だ、と評価をいただいている。 

学び舎の小学校との交流については、コロナ禍の緩和もあり、いくつかの活動において実

施することができ、肯定的評価も昨年度と比較して比較的に向上した。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・学校の重点目標にもあげられているように、「安心・安全で、成長の喜びのあふれる温か

い学校」を目指した教育活動を実践していきます。 

 

（７）部活動について 

コロナ禍以前に近い活動になってきている状況もあり、『肯定的評価』はいずれも 80%

以上と高水準であった。「引き続き感染対策に十分に留意をしたうえで活動をお願いした

い。」と評価と留意点を示していただいている。部活動は、外部委託の傾向も見られるので、



学校と委託先でしっかりと連携をとり、生徒に不利益が生じないようにしていく。 

 

（８）情報提供について 

ホームページについて、例年に引き続き８０％以上の肯定的評価を得ている。提言どおり、

引き続き、様々な機会を通じて広報活動・情報提供に力を注いでいく。 

 

（９）学校運営について および （１０）家庭と学校との連携について 

ほぼ全ての項目で例年と同じように固定的評価が高い項目もあれば、低い項目もあった。

「指導の重点」については、肯定的評価の割合が７０％に、満たない割合だったので、８０％

以上になるための工夫をしていく。 

学校経営方針は保護者会などでお伝えしているものの、重点を説明することが十分でな

かった。保護者会、学校だより、ホームページなどで説明する機会を十分に確保し、進捗状

況について適時報告していく。 

 

（1１）地域との連携について 

コロナ禍が落ち着き、子どもたちが地域で活動することが増え、肯定的評価も格段に向上

した。今後も学校運営委員会、学校支援コーディネーター、同窓会、学校関係者評価委員会、

青少年九品仏地区委員会、青少年委員、主任児童委員、民生児童委員、近隣町会、商店街、

九品仏まちづくりセンター他、関係機関などなど、本校の熱い応援団として地域の皆様が支

えてくださっていることを感じ、地域との連携を深めていく。 

また、ＳＴＥＰ、部活動や花壇の整備、毎週土曜日の検定対策講習、Ｃ組の家庭科の授業

支援、生徒会の地域清掃の帯同など地域の方々には力強く支えていただいています。本校の

大切な宝物として、さらに連携を深めていく。 

 

（1２）学校の安全性について 

昨年度に引き続き、安全性の確保については評価していただいていて「安全性には、施設・

防犯・防災と、色々な要素が含まれるので、今後もそれぞれのきめ細やかな対策を継続して

お願いしたい。」と提言いただいている。また、避難所運営訓練の実施により、安全につい

ては高い評価を得ている。今後も、施設、設備の安全性や防犯、防災の観点からはもちろん、

いじめの早期発見、対応など、生徒の心の安心のための対策を大切にする。 

 

 

生徒 1 人 1 人が、充実した中学校生活を送り少しずつでも成長の喜びを感じ、自己肯

定感を高め、将来を切り拓いていく力を身に付けていくために、今後も教職員一同、切磋

琢磨し質の高い組織的な教育活動を推進していく。 

 


